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第４回Boost.勉強会

2011年5月22日日曜日

まずことの発端について少し。第４回Boost.勉強会でOpenALの発表を行いました。この勉強会は基
本的にC++の勉強会な訳ですが、★OpenALは残念ながらC言語のライブラリです。★OpenALはC言
語ライブラリなので、と言った瞬間、★会場が凍り付くのを感じました。
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で、OpenALのC++ラッパはないのかと言うと、あります。★が、トップページをよく見てみると
☆、「新しいバージョンのOpenAL++がリリースされました」★★2004年?★これ、開発がかなり昔
から止まってるんですね。従ってOpenALのC++ラッパはあるというよりは、★かつてあったといっ
た状況です。
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ツが今回作ったOpenAL++です。
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C++バインダを使うことでどのくらい楽ができるかを見てみましょう。★これは、単純にバッファに
読み込んだ音を再生するだけのOpenALで書かれたコードです。★一方これがOpenAL++で同じこと
をするコードです。OpenALだと★31行にもなるこのコードが、OpenAL++なら★15行です。
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#include <boost/thread.hpp>
#include <AL/al.h>
#include <AL/alc.h>
#include "epiano.h"
int main(
) {
  const ALCchar *devices =
    alcGetString( NULL, ALC_DEVICE_SPECIFIER );
  ALCdevice *device = alcOpenDevice ( devices );
  ALCcontext *context =
    alcCreateContext( device, NULL );
  alcMakeContextCurrent( context );
  ALuint source;
  alGenSources( 1, &source );
  ALuint buffer;
  alGenBuffers( 1, &buffer );
  alBufferData(
    buffer, AL_FORMAT_MONO16, epiano,
    EPIANO_LENGTH * 2, 48000 );
  alSourceQueueBuffers( source, 1, &buffer );
  alSourcePlay( source );
  ALint stat;
  do {
    alGetSourcei( source, AL_SOURCE_STATE, &stat );
    boost::thread::yield();
  } while( stat == AL_PLAYING );
  alDeleteSources( 1, &source );
  alDeleteBuffers( 1, &buffer );
  alcMakeContextCurrent( NULL );
  alcDestroyContext( context );
  alcCloseDevice ( device );
}
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OpenALの使用手順はBoost.勉強会#4での発表の方を参照していただきたいのですが、あのめんどく
さいOpenALの手順がどう簡単になっているか見てみましょう。★この2行でデバイス一覧から最初の
デバイスを取得し、★続いて必要なリソースを用意し、★バッファを登録して再生、待機といったよう
にOpenALの通常の手順を☆より簡潔に書けるようになっています。
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★これは、システムがサポートするOpenALの拡張機能の一覧をOpenALで取得するコードです。★
一方これは同じことをするOpenAL++のコードです。 OpenALだと★35行にもなるこのコードが、
OpenAL++なら★14行です。
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  const ALCchar *devices =
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  ALCdevice *device = alcOpenDevice ( devices );
  ALCcontext *context = alcCreateContext( device, NULL );
  alcMakeContextCurrent( context );
  const ALCchar *alc_begin =
    alcGetString( device, ALC_EXTENSIONS );
  const ALCchar *alc_end;
  for( alc_end = alc_begin; *alc_end; alc_end++ );
  std::vector< std::string > alc_extensions;
  using namespace boost::spirit;
  qi::parse( alc_begin, alc_end,
    +ascii::graph % ' ', alc_extensions );
  std::cout << "== ALC Extensions ==" << std::endl;
  BOOST_FOREACH( const std::string &elem, alc_extensions )
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  std::cout << "== AL Extensions ==" << std::endl;
  std::cout << alel;
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2011年5月22日日曜日

★これは、システムがサポートするOpenALの拡張機能の一覧をOpenALで取得するコードです。★
一方これは同じことをするOpenAL++のコードです。 OpenALだと★35行にもなるこのコードが、
OpenAL++なら★14行です。
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★まずは先ほどと同じようにデバイスを開きます。★★OpenAL++では拡張一覧はSTLコンテナライ
クなアクセスが可能なクラスで調べることが出来るようになっています。このクラスはそのまま
ostreamにダンプできるようになっているので★出力はこの1行です。☆簡単ですね！
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★これはストリーミング再生を行うOpenALで書かれたコードです。★そしてこちらが同じことをす
るOpenAL++で書かれたコードです。 OpenALだと★49行にもなるこのコードが、OpenAL++なら
★27行です。



OpenAL OpenAL++

#include <iostream>
#include <boost/thread.hpp>
#include <AL/al.h>
#include <AL/alc.h>
int main() {
  const ALCchar *devices = alcGetString( NULL, ALC_DEVICE_SPECIFIER );
  ALCdevice *device = alcOpenDevice ( devices );
  ALCcontext *context = alcCreateContext( device, NULL );
  alcMakeContextCurrent( context );
  ALuint source;
  alGenSources( 1, &source );
  ALuint buffers[ 4 ] = { 0, 0, 0, 0 };
  alGenBuffers( 4, buffers );
  unsigned int count;
  double time = 0.0;
  ALshort raw_data[ 2048 ];
  unsigned int index;
  for( count = 1; count != 4; count++ ) {
    for( index = 0; index != 2048; index++, time += 1.0 ) {
      raw_data[ index ] = 0;
    }
    alBufferData( buffers[ count % 4 ], AL_FORMAT_MONO16, raw_data,
                  2048 * sizeof( ALshort ), 48000 );
    alSourceQueueBuffers( source, 1, buffers + count % 4 );
  }
  alSourcePlay( source );
  for( count = 0; count++ ) {
    ALint state;
    alGetSourcei( source, AL_SOURCE_STATE, &state );
    if( state != AL_PLAYING ) {
      alSourcePlay( source );
    }
    ALint unqueued = 0;
    while( true ) {
      alGetSourcei( source, AL_BUFFERS_PROCESSED, &unqueued );
      if( unqueued )
        break;
      boost::thread::yield();
    }
    ALuint next;
    alSourceUnqueueBuffers( source, 1, &next );
    for( index = 0; index != 2048; index++, time += 0.1 ) {
      raw_data[ index ] = sin( time ) * 32767.0;
    }
    alBufferData( next, AL_FORMAT_MONO16, raw_data,
                  2048 * sizeof( ALshort ), 48000 );
    alSourceQueueBuffers( source, 1, &next );
  }
}
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}

#include <al++/al++.hpp>
#include <cmath>
struct Feeder {
  void operator()( al::playback::Buffer &_buffer ) {
    std::vector< ALshort > temp;
    temp.resize( 109 * 10 );
    std::vector< ALshort >::iterator iter;
    float pos;
    for( iter = temp.begin(), pos = 0.0f;
      iter != temp.end();
      iter++, pos += 2.0f * M_PI / 109.0f ) {
      *iter = sinf( pos ) * 32767.0f;
    }
    _buffer.setData( temp.begin(), temp.end(), 48000 );
  }
};
int main() {
  using namespace al::playback;
  DeviceList device_list;
  Device device( device_list.front() );
  ContextAttribute attr;
  Context context( device, attr );
  boost::shared_ptr< al::TaskRemapper > trm( new al::TaskRemapper );
  Stream stream1( context, trm, Feeder(),  10 );
  stream1.play();
  stream1.wait();
}
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★これはストリーミング再生を行うOpenALで書かれたコードです。★そしてこちらが同じことをす
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ストリーミング再生専用クラス
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OpenALにはコールバックがなくストリーミングが非常に煩わしいので、コールバックでストリーミ
ング再生を行うクラス、Streamを用意しました。★再生バッファが減ってきたら★この関数オブジェ
クトが呼ばれるので、この中でバッファを補充するだけでストリーミングができます。★簡単です
ね！
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OpenALとOpenAL++を使って、★★煩わしいコードの要らない幸せなオーディオプログラミングを
始めましょう。
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さて、とはいえ、OpenAL++にも色々既知の問題があります。★まずMacでStreamが不思議な踊り
を踊ります。★これはどうもBoost.Threadのバグを踏んでる臭い挙動をしているのでもう少し突っ込
んで調べてみないと、という状況です。★録音機能には対応していません。★これについては当面対
応する予定はありませんが、パッチは大歓迎です。★Windowsで試していません。★基本的にクロス
プラットフォームで書いているはずですが、うちにWindows機がないのでテストしていません。動い
たら奇跡だと思います。★C++こわい★大丈夫、C++は怖くありません。C++はかわいいって言う人
も居ます。
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んで調べてみないと、という状況です。★録音機能には対応していません。★これについては当面対
応する予定はありませんが、パッチは大歓迎です。★Windowsで試していません。★基本的にクロス
プラットフォームで書いているはずですが、うちにWindows機がないのでテストしていません。動い
たら奇跡だと思います。★C++こわい★大丈夫、C++は怖くありません。C++はかわいいって言う人
も居ます。
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